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　東日本大震災から１４年が経ち、福島から避難された方々の暮らし方も多様化する一方で
「戻りたいけれど不安」「どんな仕事があるかわからない」と感じている方も少なくないと
思います。どんな小さなことでも構いません。お話を聞かせて下さい。皆さまの想いに寄り
添いながら、次の一歩を一緒に考えていけたらと思っています。

有効求人は、33,343人分の求人申し込みがあります。福島県の雇用情勢は
引き続き求人が求職を上回っております。
個別の求人は、全国のハローワーク、インターネットで検索ができます。

避難している方・福島で働きたい方へ

※有効求人倍率／ハローワークで仕事を探す人１人に対し、何人分の求人があるかを示す指標。
　　　　　　　　1を上回っていれば、仕事を探す人より仕事の数が多いことになります。

特
集

・ハローワーク行田からの
　　　　　　　メッセージ　
・あゆみ　わが社の今
　「有限会社 双葉自動車学校」

福島県雇用情勢（2025年9月）
有効求人倍率（受理地別）　1.26倍（全国15位）

（就業地別）　1.38倍（全国13位）
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○発行
福島労働局
職業対策課

「ふくしまで働く」は福島県内外に避難されている皆様や福島で働きたいと思っている方々に対して、就労、雇用の視
点から福島県内外の支援策や求人情報等を発信するために厚生労働省福島労働局が発行している広報紙です。

バックナンバーは右側の二次元コードからご確認いただけます。

　東日本大震災及び東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故
から１４年が経過いたしましたが、被災された皆様をはじめ、多くの方々
による復興に向けた日々のご尽力に心より敬意を表します。
　さて、ハローワーク行田は埼玉県北東部にあり、北部は利根川を挟み
群馬県と接しており、栃木県と茨城県とも隣接した高低差の少ない関東
平野の中心に位置しています。管轄は「和装文化の足元を支え続ける
足袋蔵のまち行田」として、埼玉県で唯一の日本遺産に認定されている
行田市、古くから「藍染めのまち」として有名な羽生市、「こいのぼり」と
「うどん」が名物の加須市、鴻巣市のうちの旧吹上町と旧川里町の地区からなっています。有効求人
倍率は０.９４倍（令和７年７月）で、埼玉県平均（０.９６倍）を若干下回っています。
　令和７年２月１日現在における福島県から埼玉県への避難者数は２,２２８人で、うち当所管内
（鴻巣市分を除く）への避難者数は４５４人（埼玉県発表資料）となっています。特に福島県双葉町と
「友好都市」の提携を結んでいる加須市には、多くの方が避難されています。

　福島県への帰還等を希望されている方への就職支援
については、所内に「地方就職支援コーナー」を設置し、
福島県内の求人情報やイベント情報を提供するとともに、
担当者制の職業相談等を行っています。また、双葉町
役場埼玉支所（加須市）や双葉町社会福祉協議会加須
事務所を職員が定期的に訪問するなど、関係機関とも
緊密な連携に努めており、福島県への帰還や移住を
希望されている皆様の不安や悩みに寄り添いながら、
きめ細やかな支援を実施しています。

　最後になりますが、ハローワーク行田では、就職に役立つセミナーや面接会などのイベント情報をいち早くＬＩＮＥにて
配信しています。ご関心のある方は右の二次元コードからのご登録をよろしくお願いいたします。

百 町　所 長

　当所には、一般求職者向けの職業相談コーナーをはじめ、早期就職支援コーナー、生涯現役支援コーナー等の各種専門支援
コーナーがあり、それぞれに専門的な就職支援を行っている他、羽生市と加須市には、「ふるさとハローワーク」が設置されており、
自治体と連携しながら地域に根ざした職業紹介業務を推進しています。
　今後も、各自治体や関係機関等と手を携えながら、被災された皆様の福島県への帰還等に向け、職員一丸となって取り組んで
参りたいと考えています。引き続きハローワーク行田をご利用いただきますようお願いいたします。

ハローワーク行田
イメージキャラクター
ハロッピー
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支援センターの役割
広域戦略等
●全国の移住に関心を持つ層への情報発信
●仕事や住まいの情報提供
●移住体験ツアー等の企画実施

移住支援等
●市町村、まちづくり会社、移住希望者の支援
●12市町村への移住希望者相談対応
●市町村との連携事業の実施

ノウハウ蓄積等
●ノウハウの蓄積及び共有
●全国の先進事例等の調査・分析

ふくしま12市町村移住ポータルサイト

●「ふくしま 12で働く」のご案内
就職や起業に関するサポート

●メルマガ登録のご案内
移住に関する最新情報をお届け中！

●支援制度のご案内
交通費等補助金など各種支援金

●お問い合わせ先
ふくしま 12 市町村への移住を考え
られている方に

ふくしまの12市町村での暮らし考えてみませんか？ふくしまの12市町村での暮らし考えてみませんか？
ふくしま 12市町村移住支援センター

ふくしま12市町村移住支援センターは、2021年7月1日に12市町村（田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村）への移住・定住を
促進するため、広域連携が効果的な事業や12市町村による移住施策の支援等を行うため福島県が設置しました。12市町村の移住・定住の促進に向けた課題を把握しその解決にあたります。
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【事業所紹介】
所 在 地 ：
事業内容：

福島県双葉郡浪江町
「ふたば自動車学校」と「ふたば産業機械講習所」の運営

あゆみ　わが社の今
有限会社 双葉自動車学校
(ふたば自動車学校)

＜「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク連絡先＞

「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク
都府県 名　　　称 住　　　所 TEL

山形県 ハローワーク山形 山形市桧町2-6-13 023（684）1521

埼玉県 ハローワーク行田 行田市長野943 048（556）3151

東京都 ハローワーク飯田橋　地方就職支援コーナー 千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館8F 03（5288）6115

新潟県 ハローワーク新潟　ときめきしごと館 新潟市中央区弁天2-2-18　新潟KSビル1F 025（240）4510
大阪府 ハローワークプラザ難波 大阪市中央区難波2-2-3　御堂筋グランドビル4F 06（6214）9200

宮城県 ハローワーク仙台 仙台市宮城野区榴岡4-2-3　仙台ＭＴビル5F 022（299）8820

　東日本大震災と原発事故により、私たちの日常は一瞬にして奪われました。避難先から「高齢者講習はいつになったら受けられる
のか」という切実な声が届くたび、胸が締め付けられる思いでした。免許の更新ができなければ、故郷へ帰りたくても帰れない。採算
が取れるかという声もありましたが、地域に貢献し、人々の帰還を支えることこそが我々の使命だと信じ、事業再開を決意しました。

　再開までの道のりは、想像を絶するものでした。放射線の影響を完全に払拭するため、
事務所や車庫はもちろん、広大な教習コースのアスファルトや路盤に至るまで、全てを更
地にしてゼロから作り直しました。ようやく施設が完成しても、新しく立ち上げた「産業
機械講習所」講師の資格要件を巡る行政の厳しい規則が壁として立ちはだかりました。
「10年間、その業務に専従」という条件を満たす人材の確保は困難を極め、計画していた
産業機械講習所の開校が遅れるなど、もどかしい日々が続きました。

　私がこの困難な事業再開を成し遂げられたのは、先代から受け継いだ「企業は人なり」
という理念があったからです。震災直後、避難を強いられ苦渋の決断で会社を一時休業
しましたが、私は職員を一人も解雇しませんでした。必ず再開し、また皆で働く。そう
心に誓い、事業を再開するまでの10年8ヶ月間、全職員に給料を払い続けました。彼ら
こそが会社の財産であり、共に地域の未来を担う仲間だからです。ルールを守る大切さを
心で教えられる指導員がいて初めて、安全なドライバーが育つのです。

　「もっと早く再開していれば、一人でも多くの人が故郷へ帰る決断をしてくれたかもしれ
ない」。今でもそんな悔しい思いがよぎることがあります。しかし、この場所で事業を再開
したからこそ、生まれた繋がりや希望があります。かつてこの地域が、原発関連で全国から
移住してきた人々によって発展したように、これからは復興を担う新たな方々を温かく迎え
入れ、再び活気ある町を築いていきたい。

　私たちの教習所が、単に運転技術を教える場所ではなく、故郷へ戻る人、新たに来られる
人の生活の基盤となり、この地域の未来を照らす一筋の光となることを、心から願っています。

地域と共に、未来へ走る。あの日から10年8ヶ月の約束

厚生労働省福島労働局・ハローワーク

県内の訓練はこちらからご覧になれます

ハロートレーニング（公的職業訓練）で
キャリアアップ・スキルアップしませんか !!

ハローワーク相双
LINEやってます！

就
職
活
動
に
役
立
つ

情
報
を
配
信
し
ま
す
！ @052pxowl
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